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ソ
ウ
ル
市
清
渓
川
の
清
流
復
活

春
　
山
　
成
　
子

　
韓
国
の
首
都
で
あ
る
ソ
ウ
ル
市
は
漢
江
中
流
地
域
に

開
け
た
盆
地
に
位
置
し
て
い
る
。

　
漢
江
は
江
原
道
、
忠
清
北
道
、
京
畿
道
、
ソ
ウ
ル
特

別
市
を
貫
流
し
、
延
長
距
離
五
一
四
㎞
、
流
域
面
積
二

六
二
七
九

の
河
川
で
あ
る
。
漢
江
は
ソ
ウ
ル
市
で
中

浪
川
、
安
養
川
を
合
流
し
た
後
に
金
浦
半
島
の
北
部
で

江
華
湾
に
流
入
す
る
。
漢
江
流
域
は
ジ
ュ
ラ
紀
末
の
大

宝
花
崗
岩
、
石
灰
岩
、
沃
川
層
群
で
構
成
さ
れ
中
流
部

は
深
層
風
化
し
た
花
崗
岩
で
あ
る
。
首
都
ソ
ウ
ル
は
花

崗
岩
山
地
を
背
景
に
市
街
地
を
南
に
む
け
て
い
る
が
、

中
心
市
街
地
か
ら
は
ど
の
方
向
に
も
低
山
地
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
。
低
山
地
は
花
崗
岩
で
あ
る
た
め
侵
食
地

形
で
あ
る
ト
ア
ー
地
形
、
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
地
形
、
ペ
リ

ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
地
形
が
展
開
し
て
い
る
。
冬
季
の
厳
し

い
厳
寒
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
オ
ン
ド
ル
を
用
い
て

き
た
歴
史
が
あ
り
、
都
市
近
郊
の
山
地
斜
面
で
は
木
材

伐
採
が
進
み
、
表
層
土
壌
の
発
達
の
悪
い
花
崗
岩
地
域

で
は
禿
山
景
観
を
見
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
は
日
本
の
南
東
北
地
域
と
同
緯
度
で
あ
る

が
大
陸
的
気
候
で
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
冬
季
一
月
の

平
均
気
温
は
一
二
・
五
度
、
年
平
均
気
温
は
十
二
・
三

度
、
年
平
均
降
水
量
は
一
三
六
八
㎜
、
夏
季
七
月
に
は

　
1.
　
ソ
ウ
ル
市
の
地
理

降
雨
が
集
中
し
月
平
均
三
八
三
㎜
、
冬
季
の
月
平
均
降

水
量
は
二
〇
㎜
と
年
較
差
も
多
き
い
。
既
往
最
大
降
水

量
は
一
九
四
〇
年
に
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
年

間
降
水
量
は
二
三
一
五
㎜
に
お
よ
ん
で
お
り
、
一
方
、

既
往
最
小
降
雨
年
は
一
九
四
九
年
で
あ
っ
た
が
、
年
間

降
水
量
は
六
三
三
㎜
に
す
ぎ
ず
、
降
水
量
の
年
変
動
は

大
き
い
た
め
に
、
旱
魃
と
洪
水
は
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。

　
こ
の
た
め
ソ
ウ
ル
市
で
は
早
く
か
ら
降
水
量
観
測
を

行
い
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
一
四
四
一
年
に
は
降
雨
観
測

と
洪
水
観
測
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
観
測
に
よ
る

と
、
李
氏
朝
鮮
時
代
に
は
大
き
な
被
害
を
出
し
た
洪
水

は
八
七
回
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
で
は
、
一

九
二
五
年
九
月
水
害
に
十
一
－
十
三
日
の
四
日
間
総
雨

量
は
四
〇
〇
㎜
に
達
し
漢
江
の
河
川
水
位
は
一
〇
・
五

七
m
と
な
り
、
十
六
日
か
ら
十
八
日
で
六
五
〇
㎜
加
算

さ
れ
、
河
川
水
位
は
十
二
・
五
m
に
上
昇
し
、
ソ
ウ
ル

市
内
は
水
害
に
襲
わ
れ
た
。
漢
江
の
年
間
総
流
出
量
は

一
七
〇
〇
〇
×
一
〇
6

で
あ
る
が
夏
季
洪
水
時
期
の

流
出
量
は
六
四
・
七
％
に
あ
た
、
河
状
係
数
は
一
対
三

九
三
に
及
ぶ
た
め
、
洪
水
危
険
度
が
高
い
。

　
2.
　
ソ
ウ
ル
市
都
市
計
画
と
風
水

　
韓
国
の
伝
統
的
都
市
計
画
の
根
底
に
は
風
水
思
想
が

あ
る
。
高
句
麗
・
百
済
時
代
の
古
墳
に
描
か
れ
た
壁
画

に
は
四
神
信
仰
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
禅
僧
の
道

僧
侶
（
九
世
紀
）
が
、
地
域
計
画
に
は
風
水
が
要
と
中

国
か
ら
風
水
思
想
を
伝
え
た
。
寺
院
・
宮
殿
計
画
に
は

立
地
選
定
が
国
家
繁
栄
に
重
要
と
考
え
風
水
思
想
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
。
李
氏
朝
鮮
時
代
で
首
都
を
ソ
ウ
ル
に

遷
都
し
た
と
き
、
こ
の
地
が
北
岳
山
を
主
山
と
し
南
に

平
野
が
開
け
る
盆
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
尊
ば
れ
た
。
景

福
宮
は
北
岳
山
山
麓
に
南
面
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
当
時
の
官
庁
、
主
た
る
市
街
地
の
位
置
を
漢
江
北

岸
地
域
に
お
く
と
と
も
に
、
ソ
ウ
ル
盆
地
を
取
り
巻
く

低
山
地
の
山
稜
線
を
つ
な
い
で
城
郭
が
建
設
さ
れ
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
を
取
り
巻
く
山
並
み
を
見
て
み
る
と
、
北

か
ら
北
岳
山
（
三
四
二
m
）、 

三
角
山
、
勝
山
、
南
山
な

ど
の
峰
が
旧
中
心
市
街
区
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
高
度

に
す
れ
ば
、
一
〇
〇
m
か
ら
四
〇
〇
m
に
す
ぎ
な
い
低

い
山
地
で
は
あ
る
が
、
市
内
か
ら
は
山
稜
線
が
明
瞭
に

読
み
取
れ
、
山
地
に
囲
ま
れ
安
堵
感
を
も
た
ら
す
景
観

で
あ
る
。
宮
殿
南
側
に
は
漢
江
が
と
う
と
う
と
流
れ
市

街
地
に
は
清
渓
川
が
流
れ
る
。
風
水
思
想
で
は
北
岳
山

が
主
山
の
「
玄
武
」、 

三
角
山
は
鎮
山
、
駱
山
は
「
青

龍
」、 

仁
王
山
は
「
白
虎
」、 

南
山
は
案
山
で
「
朱
雀
」

の
位
置
に
あ
り
、
冠
岳
は
朝
山
の
意
味
が
あ
る
。
漢
江

は
「
客
水
」
で
あ
り
、
清
渓
川
は
「
内
水
」、 

最
も
重
要

な
建
造
物
で
あ
る
景
福
宮
は
生
気
流
れ
る
「
穴
」
に
当

た
る
。「
穴
」
は
二
重
に
取
り
巻
か
れ
、
古
都
ソ
ウ
ル

は
風
水
思
想
か
ら
「
山
河
襟
帯
」・「
名
山
吉
地
」
の
条

件
が
そ
ろ
っ
た
地
点
に
計
画
さ
れ
た
。
李
氏
朝
鮮
時

代
、
一
三
九
二
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
で
あ
る
が
、

山
地
を
取
り
巻
き
一
八
・
一
㎞
に
及
ぶ
城
壁
が
巡
ら
さ

れ
る
城
郭
都
市
と
し
て
ソ
ウ
ル
は
長
い
歴
史
時
代
を
駆
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け
抜
け
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
は
朝
鮮
王
朝
時
代
初
期
に
は
一
〇
万
人
の

人
口
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
行
政

府
、
交
通
の
要
衝
、
商
業
地
域
と
し
て
発
展
し
て
市
街

地
が
拡
大
し
人
口
は
　
四
〇
万
人
に
増
加
、
戦
後
の
一

九
五
五
年
に
人
口
は
一
五
七
万
人
、
一
九
六
六
年
に
は

三
八
〇
万
人
、
一
九
七
五
年
に
は
六
八
九
万
人
、
一
九

八
〇
年
に
は
八
三
五
万
人
と
一
気
に
増
加
し
、
首
都
圏

に
人
口
集
中
し
て
い
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
が
終
了
し
、
一

九
六
〇
年
以
降
に
鉄
鉱
工
業
の
台
頭
、
海
外
輸
出
用
の

工
業
製
品
へ
の
特
化
に
よ
っ
て
高
い
経
済
成
長
を
遂
げ

　
3.
　
都
市
河
川
の

　
　
　
清
渓
川

　
ソ
ウ
ル
市
内
を
流
れ
る
清

渓
川
は
六
〇
〇
年
の
李
氏
朝

鮮
王
朝
史
で
変
化
し
た
。
清

渓
川
は
王
朝
初
期
に
は
豪
雨

時
に
は
氾
濫
浸
水
、
少
雨
年

に
は
渇
水
で
水
無
川
と
記
さ

れ
て
い
る
。
市
街
地
を
流
れ

る
清
渓
川
に
は
一
四
一
一
年

に
数
箇
所
に
石
橋
が
架
け
ら

れ
、
一
四
一
二
年
に
は
、
中

小
河
川
の
流
入
す
る
地
点
で

洪
水
が
発
生
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
開
削
工
事
が
開
始

し
、
河
床
浚
渫
も
行
わ
れ
て

い
る
。
世
宗
（
十
五
世
紀
）

時
代
に
入
る
と
生
活
用
水
が

流
入
し
、
水
質
汚
濁
が
進
ん

て
き
た
韓
国
の
首
都
と
し
て
域
外
か
ら
の
人
口
が
流
入

し
た
。
都
市
拡
大
の
な
か
で
、
風
水
思
想
は
風
水
師
に

よ
る
家
屋
計
画
に
残
る
の
み
で
、
旧
市
街
地
か
ら
耕
地

で
あ
っ
た
漢
江
南
岸
へ
の
市
街
地
拡
大
は
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
、
都
市
計
画
に
は
繁
栄
さ
れ
な
か
っ
た
。
一

九
八
八
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
漢
江
南
部
で
は
チ
ャ
ム
シ
ル
近
く
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
施
設
の
建
設
、
近
隣
施
設
の
整
備
な
ど
を
行

い
、
旧
市
街
は
取
り
残
さ
れ
て
、
周
辺
地
域
へ
と
開
発

の
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（ソウルと清渓川）

だ
清
渓
川
の
水
質
浄
化
が
着
手
さ
れ
た
。
洪
水
を
い
ち

早
く
知
り
、
耕
作
の
吉
兆
を
占
う
た
め
に
、
水
標
制
度

が
受
け
入
れ
ら
れ
洪
水
状
況
を
知
る
た
め
に
清
渓
川
に

一
四
四
一
年
に
水
標
石
が
設
置
さ
れ
た
。
水
標
石
は
清

渓
川
と
漢
江
の
二
地
点
に
置
か
れ
て
、
流
量
測
定
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
景
福
宮
に
も
測
雨
器
が
設
置
さ
れ
、

雨
量
観
測
に
よ
っ
て
米
作
の
豊
凶
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。

　
洪
水
被
害
が
多
発
す
る
と
、
英
租
（
十
八
世
紀
）
時

代
、
一
七
六
〇
年
に
は
二
〇
万
人
を
動
員
し
清
渓
川
河

川
工
事
が
行
わ
れ
た
。
河
川
幅
の
拡
幅
、
蛇
行
河
川
を

石
壁
で
囲
み
、
水
路
を
直
線
化
し
た
。
前
代
を
引
き
継

ぎ
、
河
床
浚
渫
も
行
わ
れ
た
。
河
川
管
理
事
業
は
一
九

〇
二
年
ま
で
継
続
し
た
。
清
渓
川
は
都
市
住
民
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
さ
れ
、
ソ
ウ
ル
市
の
生
活
排
水

を
流
す
、
庶
民
の
洗
濯
場
と
し
て
の
利
用
、
子
供
の
遊

び
場
と
し
て
も
河
川
空
間
は
提
供
さ
れ
て
い
た
。
儒
教

思
想
を
重
ん
じ
た
韓
国
で
は
、
河
川
空
間
に
釈
尊
儀
礼

の
場
と
し
て
も
、
踏
橋
行
事
や
灯
行
事
な
ど
の
祭
り
を

執
り
行
う
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ソ
ウ
ル
へ
の
人
口
流
入
が
　
二
〇
世
紀
に

入
り
、
急
増
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
市
外
か
ら
の
流
入

者
は
清
渓
川
河
畔
に
小
家
屋
を
建
て
て
住
居
は
密
集

し
、
ソ
ウ
ル
市
内
か
ら
の
生
活
排
水
量
も
清
渓
川
に
流

さ
れ
て
い
っ
た
た
め
に
水
質
汚
濁
が
進
ん
だ
。
清
渓
川

の
河
川
流
域
が
都
市
域
の
拡
大
の
中
で
、
急
速
な
土
地

利
用
変
化
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
市
内
で
の
水

害
は
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
変

化
、
人
口
増
加
の
な
か
で
、
日
本
植
民
地
下
に
お
か
れ

た
ソ
ウ
ル
で
は
新
た
な
行
政
府
建
設
の
た
め
に
下
水
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
浚
渫
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
三
七
年
に
は
広
橋
　
永
尾
下
水
道
の
改
修
、
一
九
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4.
　
ソ
ウ
ル
市
の
清
流
復
活
事
業

　
二
〇
〇
五
年
九
月
に
清
渓
川
は
「
開
か
れ
た
清
渓
・

四
二
年
に
は
護
岸
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
張
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
朝
鮮
戦
争

の
時
代
に
は
、
清
渓
川
は
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
放
置
さ

れ
た
。
戦
争
終
了
後
に
は
北
鮮
か
ら
の
難
民
が
河
川
沿

い
に
家
屋
を
建
て
た
た
め
河
川
景
観
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
下
水
化
し
た
清
渓
川
を
暗
渠
化
し
、
道
路
面
積
を
確

保
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
五
二
×
一

〇
6
韓
国
ウ
ォ
ン
が
投
じ
ら
れ
河
川
修
復
工
事
が
開
始

し
て
い
る
。
一
九
五
五
年
に
は
一
三
五
m
、
一
九
六
一

年
に
は
二
三
五
八
m
が
暗
渠
化
さ
れ
、
清
渓
川
河
畔
に

居
住
し
て
い
た
二
四
二
、
〇
〇
〇
人
が
居
住
地
を
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
道
路
敷
設
は
続
き
、
一

九
六
六
年
ま
で
に
、
東
大
門
か
ら
清
渓
川
二
街
区
ま

で
、
一
九
七
八
年
ま
で
に
は
マ
ン
ジ
ュ
ン
橋
ま
で
高
架

道
路
が
建
設
さ
れ
、
一
九
八
四
年
に
こ
の
路
線
は
公
式市内を流れる清渓川

青
い
未
来
」
事
業
と
し
て
清
流
復
活
事
業
を
終
え
た
。

清
流
復
活
区
間
の
河
川
幅
は
五
〇
m
　
八
〇
m
で
延
長

距
離
は
ほ
ぼ
六
㎞
で
あ
る
。
こ
の
清
流
復
活
に
か
け

て
、
1)
ソ
ウ
ル
を
人
間
中
心
の
環
境
都
市
へ
（
開
発
時

代
は
暗
渠
、
環
境
重
視
に
向
っ
て
清
流
に
戻
す
方
式
を

取
っ
た
）、 

2)
ソ
ウ
ル
六
〇
〇
年
の
歴
史
性
の
回
復
と
文

化
ス
ペ
ー
ス
創
出
（
朝
鮮
時
代
の
広
橋
と
水
標
端
を
保

存
、
歴
史
遺
産
保
存
、
文
化
都
市
ソ
ウ
ル
を
作
る
）、3)

市
民
の
安
全
を
守
る
（
高
架
道
路
の
老
朽
化
に
は
補
修

工
事
の
み
で
は
問
題
が
残
る
、
ま
た
、
河
川
水
は
鉛
、

ク
ロ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
重
金
属
汚
染
と
メ
タ
ン
ガ

ス
発
生
に
よ
る
汚
染
が
問
題
）、 

4)
立
ち
遅
れ
た
都
心
の

開
発
の
活
性
化
に
よ
り
均
衡
発
展
を
図
る
（
周
辺
地
区

は
四
〇
　
五
〇
年
も
の
の
建
物
が
密
集
し
て
お
り
、
人

口
急
減
で
建
物
環
境
の
悪
化
が
顕
著
な
地
域
で
あ
る
た

め
、
清
流
復
元
に
よ
っ
て
開
発
と
活
性
化
に
向
か
わ
せ

る
。
成
長
潜
在
力
を
高
め
て
、
国
際
金
融
と
文
化
産

業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
観
光
産
業
、
高
付
加
価
値
産
業

を
創
出
す
る
。
ま
た
、
都
市
開
発
事
業
の
促
進
、
江
南

と
の
間
を
均
衡
と
っ
て
発
展
さ
せ
、
東
北
ア
ジ
ア
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
中
心
地
と
さ
せ
る
）、 

5)
水
辺
効
果
を
高
め
て

都
市
気
候
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
軽
減
化
を
は

か
る
。
と
い
う
、
1)
か
ら
5)
ま
で
の
項
目
を
、
す
べ
て

網
羅
で
き
る
よ
う
な
清
流
復
活
事
業
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
。
河
川
復
元
区
間
で
浸
水
可
能
性
が
あ
る
地
域

に
は
高
水
敷
地
を
設
置
し
貯
水
池
を
造
成
し
て
い
る

が
、
三
一
路
道
路
か
ら
ナ
ン
ゲ
路
ま
で
の
三
・
四
㎞
に

わ
た
り
、
左
岸
側
に
は
貯
水
敷
地
を
造
成
し
、
通
行
路

と
両
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
河
川
に
清
流
を
流
す
た
め
に
、
水
供
給
源
を
維
持
流

量
と
し
て
高
度
処
理
水
を
使
用
し
、
浄
水
場
で
廃
沈
澱

路
線
と
な
り
、
広
橋
か
ら
新
踏
橋
の
区
間
で
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
埋
設
し
た
。
当
時
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
交
通
量

の
増
大
で
、
こ
の
高
架
道
路
を
利
用
し
た
一
日
の
車
両

量
は
一
〇
万
台
に
達
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
、
車
社

会
へ
の
変
化
の
な
か
で
、
清
渓
川
は
時
代
の
波
に
翻
弄

さ
れ
た
。

　
時
代
の
躍
動
の
な
か
で
暗
渠
化
と
道
路
建
設
の
中
で

大
き
く
変
化
し
た
水
辺
空
間
が
、
近
年
、「
都
市
に
緑

と
清
流
を
復
活
さ
せ
、
都
心
の
再
開
発
」
を
求
め
る
声

に
河
川
工
学
、
都
市
工
学
、
異
分
野
か
ら
の
研
究
者
を

集
め
清
渓
川
復
元
計
画
が
始
め
ら
れ
た
。
清
流
・
水
辺

の
復
活
計
画
・
清
流
復
活
の
事
業
は
二
〇
〇
五
年
九
月

末
に
終
え
て
い
る
が
清
流
復
活
の
た
め
の
基
礎
調
査
は

一
九
九
一
　
一
九
九
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
復
元

事
業
は
二
〇
〇
三
年
七
月
に
高
架
道
路
を
撤
去
し
、
二

〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
は
三
一
道
路
の
撤
去
工
事
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
河
川
の
清
流
を
取
り
戻
す

た
め
の
復
元
計
画
は
、
1)
水
辺
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

散
策
道
路
を
造
成
し
て
、「
自
然
の
あ
る
都
市
河
川
」

を
目
指
し
た
、
一
方
、
二
〇
世
紀
の
洪
水
を
振
り
返

り
、
2)
万
全
を
期
し
た
洪
水
対
策
を
行
い
、
周
辺
地
域

が
洪
水
に
な
ら
な
い
河
川
治
水
安
全
度
を
配
慮
し
、
異

常
気
象
現
象
や
夏
の
局
地
性
集
中
豪
雨
で
洪
水
が
起
因

す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
二
〇
〇
年
確
率
洪
水
に
あ
わ

せ
た
治
水
計
画
も
取
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
行
政
の
み

で
な
く
、
市
民
参
加
を
受
け
入
れ
、
3)
清
渓
川
復
元
市

民
委
員
会
お
よ
び
河
川
専
門
家
と
の
共
同
作
業
と
し
て

進
め
た
（
ソ
ウ
ル
特
別
市
　
二
〇
〇
五
）。
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ソ
ウ
ル
は
韓
国
の
首
都
で
あ
り
政
治
都
市
と
し
て
の

歴
史
が
長
く
王
朝
の
文
化
、
伝
統
を
受
け
継
い
で
発
展

し
て
き
た
町
で
あ
る
。
日
本
で
は
景
観
法
が
作
ら
れ
景

観
保
全
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

見
慣
れ
た
風
景
、
な
じ
み
の
風
景
を
重
要
な
文
化
景
観

と
し
て
位
置
づ
け
て
将
来
に
向
け
て
保
全
を
行
う
た
め

の
条
例
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
景
観
は
変
化
し
つ
つ
あ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
美
し
い
景
観
で
あ
る
、
ま
た

脳
裏
に
焼
き
つ
い
た
子
供
の
こ
ろ
を
髣
髴
と
さ
せ
る
景

観
で
あ
る
、
地
域
の
歴
史
文
化
に
誇
り
を
持
て
る
景
観

で
あ
る
、
先
駆
者
た
ち
の
努
力
と
勤
労
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
文
化
的
な
景
観
、
な
ど
。
今
、
景
観
を
考
え
る
時

代
に
入
っ
た
。
日
本
の
河
川
清
流
復
活
の
事
業
を
思
考

の
背
景
に
置
く
と
、
清
渓
川
の
清
流
復
活
は
伝
統
の
継

続
を
新
た
な
水
辺
空
間
を
創
造
に
転
換
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
景
観
創
造
に
は
風
土
性
が
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
の
よ
う
に
時
代
に
固
執
し
た
景
観
復
元
を
考
え
る
土

地
柄
、
日
本
で
は
必
ず
し
も
時
代
に
は
固
執
せ
ず
に
地

域
住
民
の
景
観
形
成
志
向
を
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
、
清

渓
川
に
み
る
清
流
復
活
の
時
間
軸
は
伝
統
・
歴
史
を
重

ん
じ
て
は
い
る
が
近
代
都
市
と
と
も
に
歩
む
河
川
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成

　
科
学
研
究
科
助
教
授
）

　
5.
　
ま
と
め
に
か
え
て

さ
せ
、
こ
れ
を
活
用
し
て
一
日
一
二
万
ト
ン
の
漢
江
の

水
を
供
給
、
中
浪
下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
水
を
一
〇

万
ト
ン
（
適
正
水
質
と
し
て
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
三㎎
／

以

下
）
で
使
用
す
る
。
清
渓
川
へ
の
水
供
給
は
1)
始
点
、

2)
三
角
洞
、
3)
東
大
門
、
4)
城
北
川
下
流
地
点
の
四
地

点
に
流
量
を
配
分
し
て
、
供
給
施
設
を
設
け
て
流
下
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
地
下

鉄
駅
の
地
下
水
排
出
管
を
通
じ
て
排
出
さ
れ
る
一
日
二

万
二
千
t
の
地
下
水
も
河
川
の
維
持
用
水
と
し
て
利
用

し
、清
渓
川
の
平
均
水
深
は
四
〇
㎝
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
修
景
さ
れ
た
清
渓
川
を
見
る
と
両
側
に
は
遊
歩
道
が

つ
け
ら
れ
、
河
川
を
横
断
す
る
橋
と
し
て
上
流
か
ら
毛

塵
橋
、
広
通
橋
、
広
橋
、
長
通
橋
、
三
一
橋
、
臨
時
歩

道
橋
、
観
水
橋
、
世
運
橋
、
ペ
オ
ゲ
ダ
リ
橋
、
セ
ビ
ョ

ク
ダ
リ
橋
、
ナ
レ
橋
、
ボ
ド
ウ
ル
ダ
リ
橋
、
五
間
水

橋
、
マ
ル
グ
ン
ネ
ダ
リ
橋
、
茶
山
橋
、
永
渡
橋
、
黄
鶴

橋
、
庇
雨
堂
橋
、
舞
鶴
橋
、
ト
ウ
ム
ル
ダ
リ
橋
、
古
山

子
橋
が
か
け
ら
れ
、
橋
か
ら
水
面
を
眺
望
で
き
る
よ
う

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
水
面
近
く
に
は
飛
び
石
を

使
っ
た
橋
を
架
け
て
、
水
辺
へ
の
親
し
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
て
い
る
。

　
清
渓
川
を
利
用
す
る
市
民
に
「
水
と
自
然
に
親
し
め

る
ス
ペ
ー
ス
」
の
創
出
に
向
け
、
清
渓
川
は
太
平
路
に

面
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
街
に
囲
ま
れ
た
地
区
に
、
1)
出

会
い
・
和
合
・
平
和
・
統
一
の
願
い
を
込
め
た
オ
ブ

ジ
ェ
を
置
く
清
渓
広
場
を
設
置
し
、
2)
都
城
の
幹
線
路

と
南
大
門
を
結
ぶ
一
四
一
〇
年
の
広
通
橋
を
復
元
し
た

ゾ
ー
ン
を
創
造
し
た
。
こ
の
ゾ
ー
ン
に
は
壁
面
に
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
を
配
置
し
て
伝
統
文
化
と
近
代
文
化
を
う
ま

く
共
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、
六
〇
〇
年
の
歴
史
と
ソ
ウ

ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
せ
る
工
夫
が
見
ら
れ

る
、
3)
長
通
橋
付
近
に
は
一
七
九
五
年
の
行
次
図
を
陶

器
で
復
元
し
た
も
の
を
壁
画
と
し
て
用
い
十
八
世
紀
の

歴
史
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
、
4)
水
標

橋
址
の
記
念
碑
と
広
場
、
５
）
河
川
噴
水
を
あ
し
ら
っ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
広
場
、
こ
の
ゾ
ー
ン
に
は
水
辺
舞
台

と
し
て
デ
ッ
キ
を
配
置
し
て
い
る
、
6)
庶
民
と
河
川
と

の
付
き
合
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
清
渓
川
洗
濯
場

ゾ
ー
ン
、
7)
ソ
ウ
ル
市
民
の
希
望
の
壁
コ
ー
ナ
ー
、
8)

高
架
道
路
の
橋
脚
を
残
し
た
コ
ー
ナ
ー
、
9)
植
生
群
落

を
復
元
し
生
物
の
生
息
空
間
と
し
て
造
成
し
た
ボ
ド
ウ

ル
湿
地
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
魚
類
、
昆
虫
な
ど
の
成

育
維
持
施
設
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

清
渓
川
の
清
流
復
活
事
業
で
は
、
生
態
復
元
と
し
て
、

歴
史
、
文
化
、
自
然
が
大
き
な
三
軸
と
な
っ
て
い
る

が
、
庶
民
の
生
活
空
間
を
取
り
入
れ
多
分
野
に
わ
た
る

河
川
景
観
が
創
造
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
景
観
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
な
さ

れ
、
水
面
近
く
、
歩
道
、
橋
脚
に
は
照
明
施
設
を
設
置

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
夜
間
に
お
い
て
も
清
渓
川
を
散

策
す
る
市
民
の
安
全
性
を
考
え
る
と
と
も
に
、
ソ
ウ
ル

の
夜
景
を
作
り
出
し
て
い
る
。
歩
き
な
が
ら
体
験
で
き

る
徒
歩
可
能
な
夜
間
景
観
の
演
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
態
環
境
復
元
と
し
て
自
然
護
岸
の
安
定
し
た

植
生
群
に
よ
る
自
然
景
観
、
高
水
護
岸
で
は
出
入
り
規

制
で
緑
地
創
出
を
行
い
、
河
畔
に
街
路
樹
植
樹
、
瀬
と

沼
を
設
置
し
て
水
位
調
整
を
行
い
、
生
物
多
様
性
に
も

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ウ
ル
ダ
リ
橋
近
く
に
は
清

渓
川
文
化
館
を
建
設
し
、
清
渓
川
に
か
か
わ
る
文
化
・

歴
史
展
を
常
設
と
し
て
い
る
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
を
適
時

出
来
る
よ
う
に
講
堂
、
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど
が
作
ら
れ
ソ

ウ
ル
市
民
の
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
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